
指定管理者モニタリングシート 令和８年５月（令和７年度実績）

（１）概要

（２）日常的モニタリング

（３）セルフモニタリング

（４）評価・今後の対応
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（４）評価・今後の対応の欄について
判定は、各項目につき、下記の４段階評価し、評価不能な項目は「－」とする。
　Ａ：協定書、仕様書に定める内容を上回る成果があった。
　Ｂ：概ね協定書、仕様書に定める内容どおりの成果があった。
　Ｃ：協定書、仕様書に定める業務内容に達しない面があり、改善の努力が必要。
　Ｄ：管理運営が適切に行われたとは認められず、大いに改善を要する。
　－：実施していない。

保守管理の実施状況

評価の理由・今後の対応
アンケートにおける利用者の満足度は高く、利用者の様子や保護者の声に対してきち
んと耳を傾け、利用者等に対して適切な対応がされていると判断できるため。

その他特記事項

単
年
度
の
評
価

法令等の遵守 管理経費等の収支状況（経理状況や経費節減の取組み）

適正なｻｰﾋﾞｽの提供（苦情対応・ｱﾝｹｰﾄなど） 自主事業の実施状況
運営状況（協定書、事業計画書等に沿って運営されているか） 施設の維持管理状況
施設の利用状況（稼動状況、事業計画の達成度など）

実
施
結
果
①

アンケート概要

実施時期：令和７年10月
実施方法：利用者に対してアンケート用紙を配布・回収
調査結果：大変満足40％、満足20％、概ね満足25％、普通15％
回答率:90.9％

上記への
対応状況

「皆さんがやさしいので、たんぽぽが大好きです。」、「バランスの良い食事を提供して
くれ、感謝している。」、「家に持ち帰る作品（創作活動や園芸）がうれしい。」といった
高い評価を得られた。
また、昨年同様「機械浴について、シャワータイプではなく、浴槽につかれるタイプに
なると嬉しい。」といった意見があったため、財政面等の課題も含めて更新（R９年度）
について検討していきたい。

実
施
結
果
②

事故内容
利用者が車椅子に座った状態でテレビ鑑賞を行っていた際、けいれん発作により前
傾姿勢になる。職員が駆け付け車椅子のハンドルを支えたが間に合わず前方へ車椅
子ごと転倒してしまう。

上記への
対応状況

車椅子で過ごす時間を極力減らし、マット上で過ごすようにした。なお、車椅子に座る
際には転倒防止用の車椅子テーブルを使用している。

その他特記事項

実施方法
①アンケート
②事故対応

実施方法
指導（随時）、月報等の確認（12回）、現地調査（4月、10月）、指定管理者へのヒアリン
グ（10月）

実
施
結
果

主な問題点
老朽化に伴う備品や施設設備の不具合が確認できる。必要により施設の工事が必要
である。

上記に対する
指定管理者への
指導・助言内容

事業を安定的・継続的に行うために、必要に応じて修繕や備品の購入など適切な対
応をとるよう助言した。

利用状況 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度
年間利用人数（人） 1,768

指定期間 R7.4.1～R12.3.31 指定方法 任意

管理業務の内容 施設の管理運営に関する業務、地域生活支援事業（レスパイト）に関する業務

施設名
刈谷市南部福祉センター

（身体障害者デイサービスセンターたんぽぽ）
主管部課等名 福祉健康部福祉総務課

指定管理者 社会福祉法人刈谷市社会福祉協議会


